
S：現場標準の「質」向上 Ｄ：教育と理解度確認

Ａ：問題の吸い上げ→改善 Ｃ：作業者の力量評価

作業者教育”SDCA”の強化作業者教育”SDCA”の強化作業者教育”SDCA”の強化作業者教育”SDCA”の強化
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【工程内不良】

2013 2014
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【目視発見】

可

76％

不可

【要因4M】 方法・人要因による、

目視発見可能な不具合を見逃し

作業者への教育・指導不足作業者への教育・指導不足作業者への教育・指導不足作業者への教育・指導不足

方法・人

65％

設備

材料

標準

改善

<教育資料>

１．作業要領書の細分化１．作業要領書の細分化１．作業要領書の細分化１．作業要領書の細分化

代表品番→各品番毎に要点明記

２．品質基準書の検査ポイント明文化２．品質基準書の検査ポイント明文化２．品質基準書の検査ポイント明文化２．品質基準書の検査ポイント明文化

過去トラを洗い出し､写真で詳細明記

１．教育訓練ステーションでの教育１．教育訓練ステーションでの教育１．教育訓練ステーションでの教育１．教育訓練ステーションでの教育

現物だけでなく知識(原因･影響)も教育

２．教育後の理解度確認２．教育後の理解度確認２．教育後の理解度確認２．教育後の理解度確認

理解できた内容を作業者が記入
<作業要領書>

<テスト風景> <評価シート>

１．問題提案ボード１．問題提案ボード１．問題提案ボード１．問題提案ボード（作業者発信）

２．コミュニケーションシート２．コミュニケーションシート２．コミュニケーションシート２．コミュニケーションシート（職制が聞取り）

問題点・作業のやり難さを吸い上げ

作業者からの提案や、
インタビュー形式で意見を吸い上げ

検出結果だけでなく、異常処置や
リズムなど、作業者の”動き”をチェック

<コミュニケーションシート>

評価

教育

<教育記録表>

<品質基準書>
○ Ｇ 班

GL GM

結果 結果

No． 月/日 月/日

○○-○○- ○ ○

○○-○○○ ×/× ×/×

（新入・異動・応援・既存）

初日

ﾌﾟﾚｽ

教育訓練個人記録表

部 署 前職歴××

2W後ﾌｫﾛｰ

１回目 ２回目

×/×

氏 名 実施者

1W後ﾌｫﾛｰ

教育項目

1
W○○溶接
作業教育

治具にﾜｰｸと鉄板をｸﾗﾝﾌﾟして
ﾜｰｸと鉄板に隙間がないか確認
する

※※

標準書
№

教育のポイント（作業者記入）教育のポイント（作業者記入）教育のポイント（作業者記入）教育のポイント（作業者記入）
（1）作業要領書全体の教育は、
　　　一部のポイントのみで可
　（職制が問いかけ・作業・製品出来
栄えで判断）
（2）ワンポイント教育は、
　　　理解できたポイントを記入

作業者
サイン

結果

班長確認
　（問いかけ・作業・製品出来栄え）

３回目

×/× ×/×

結果 結果

作業遵守

問いかけ

教育

終了

月/日月/日月/日

○○○

※※　※※

教育したﾎﾟｲﾝﾄが記入されている

教育・指導力の向上と、
理解度確認方法の見直し

テストワーク（良品・NG混在）での評価

→新人作業者の自立化

→ベテラン作業者の検出力維持<問題提案ボード>

異常品検出力確認ｼｰﾄ（MAG溶接）

1
ﾋﾞｰﾄﾞが目線に入るように
ﾜｰｸを傾け止めている事。

2 要領書通りの順序の事。

3 140秒/20本　誤差　秒の事。

4
異常箇所と本数が設定通りの事。
（穴あき・・・　本　ﾋﾞｰﾄﾞｽﾞﾚ・・・　本）

5 異常箇所に赤ﾏｰｷﾝｸﾞを行っている事。

判定基準確認内容No

ﾋﾞｰﾄﾞ部を確認しているか。

確認順序は正しく行っているか。

標準時間通りに行っているか。

異常品を発見できたか。

異常品の処置は正しく行っているか。

検出力チェックテスト検出力チェックテスト検出力チェックテスト検出力チェックテスト

教育ツールのレベルUP

要領書・手順書⇒解説書へ

【納入不良】

教育後、3ヶ月以内にプロ認定へ挑戦

2013年ﾃﾞｰﾀの解析


